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 特集 血液疾患と皮膚病地球温暖化が叫ばれるようになり，今年は西日
本で過去経験したことのない豪雨による川の氾濫
や土砂災害が発生した．死者220人，避難者最大4
万2219人，住宅被害は4万8250棟，被害総額は1,370
億円という大きな爪跡を残した．被災地の復興課
題は山積みと聞くが，被害を蒙った皆様方が少し
でも早くもとの状態に戻れることを願ってやまな
い．北半球の国々でも，日本と同様に40℃を越え
るような異常な熱波や猛暑が続いたという．熱中
症対策や予防がテレビで取り上げられ，こまめな
水分の補給や冷房の使用などの注意を喚起させら
れた．気象庁は過去30年の気候に対して，著しい
偏りを示した天候を異常気象と定義．今年はこの
異常気象以外に，「過去経験したことのない」，「想
定外」や「未曾有」の災害，「命に危険を及ぼす暑さ」
などの言葉をしばしば耳にした．この現象は来年
以降も毎年確実に生じる可能性が高く，今後の対
策が不可欠である．温室ガス対策などの諸問題を
世界レベルで見直すべきであるのに，先進国の首
脳からの動きがないのが不思議でならない．
今月号の特集は外陰部・肛囲の皮膚病（男性）で

ある．ウィキペディアによると，外陰部・鼠径部・
臀部は個人的な部分という意味で“プライベート
パーツ”と呼称される．都道府県から依頼される
日医の医賠責調査委員会で取り上げられる案件の
中で，男性プライベートパーツのもっとも多い疾
患が，Paget病である．出来れば人前に出したくな
い，恥ずかしいという理由で，診察が遅れる，薬
だけの処方で長時間経過している，症状が緩徐に
進行するので念頭に入れて診断しないと誤診する，
といった例が多い．臨床写真を経時的に撮り，治
癒が遷延化する症例はときどき診察し，疑わしい
場合は躊躇せず皮膚生検を目的とした上級施設へ
のご紹介をお願いしたい．明日からの診療に是非
とも役立てていただきたい特集号である．

 （H.M.）
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　手 指壊疽を逃れたクリオグロブリン血症─B細胞リンパ腫の早
期治療により手指の冷感が改善した症例─ 鷲尾　　健ほか

　臨 床経過と検査所見が非特異的で，診断に苦慮した 
皮膚T細胞性リンパ腫 齋藤　苑子ほか

◆学会ハイライト
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